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団触覚ロボット"ⅢⅠ-T-HAND”完成

一物体を手先で検知し,コンパクトな箱詰作業が可能一

口立番竺rF所中央研究所でほ,コンピュータ制石恥･こより手探りでい

ろいろな形の物体の形状姿勢などを認識し 触見様値によって命令

どおり箱の隅(す克)から順次,すきまなく品物を詰めていく触覚ロ

ボット"HトT-HAND”(ハイチイーハンド)を完成L.た｡

このロボットは次の機能を持っている｡

(1)ばらばらに置かれた物体をさがしてつかむ(物体探索)｡(2)

形状や姿勢を判定してつかむ(形状,姿勢判定)｡(3)後作業に好

都合な方向を判断してつかむ(つかみ方向判定)｡(4)後作実に都

合のよいように物体の姿勢を変更する(姿勢変更)｡(5)物体を対

象面にあてがって位置きめする(あてがい機能)｡(6)物体を対象

面に押しつけて位躍きめする(押しつけ機能)｡

これにより,触覚ロボットく･･ま視号£知能がないにもかかわらず,作

業台の上にばらばらになっている物体を触覚によって探索するとと

もに,形状と姿勢を認識し,適切な方向からつかみあげて指定され

た配置どおりに箱詰するなど,手先の感覚によって器閉な作業を行

なう｡

ロボットにおける触覚の研究は,すでに適産省ユニ美技術院電子技

術総合研究所をはじめとして国内外でいくつか行なわれている｡日

立製作所では通産省工業技術院電子技術総合研究所および東京大学

で開発された触覚,力感覚iこ関する基礎技術をメーカーの立場で活

用し発展させたもので,コンパクトな箱詰作業というこれまでの感

覚のないロボットでほとうてい不可能な器用さを要する作業を,ロ

ボット自身が作業命令や作業環境を判断しながら適応的に進めてい

くことを可能とした｡

普通人間が手作業をする場合のことを考えると,物体の大体の位

置は目で認識するが,そのあと実際に物体の姿勢に合わせてつかん

だり,つかんだ物体を他の物体に押しつけるといった作業ほすべて

手先の感覚で行なっている｡

手先の感覚をコンピュータにとりこんで,手先と物体の相対関係

を判断させるためのソフトウェアの開発によってこの触覚ロボット

を完成したものである｡こ′㌢いこより,たとえば,｢作業台の上にある

物体を箱の内側に所定の/くターンですきまなく詰めこめ_lといった

命令を出すと,触覚ロボヅトは作業台の上の個々の物体の位置や姿

勢や箱の位置などを触掛こよって自分で判断し,指先位i賢決めをL

て命令どおりの作業をチノなう｡
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1･ばら･ぎらに置かれた物体をさがしてつかむ｡(物体探索)

2･形状や姿勢を判定してつかむ｡(形状,姿勢判定)

3･酬三業に好都合な方向を判断Lてつかむ｡(つかみ方向判定)

4･後作業に都合のよいように物体の姿勢を変更する｡(姿勢凌剰

5･物体を対策面にあてがって位置ぎめする｡(あてがい械能)

6･物体を対象面に押しつけて佃眉ぎめする｡(押しつけ摂瀧)

図2 触角ロボットの機能と箱詰命令方法
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図3 触角ロボットの構造

ロボットの構造

平行二指のつかみ機構を持つ関節形で,七つの運動の自由度があ

る｡触覚は指の回りに14個の接点をつけて指が物体などに接触し

たことを放た】‾1｢さきるようにし,これとほ別己･こ指の内側にはつかみの

強さ剖剣‾lけるた伽〕導電性ゴム拝力検出器が4個つけてある｡ま

た,手先ないしは手に持っている物体に加わる力ほ,各関節部分に

"力の感覚”として検Hlできる｡

お･も ■な特徴

以下,一連の機能をう包宜組み合わせて箱詰作業を進めていくとい

うすく-'れた特徴を持っている｡

(1)触覚によって物体の位『亡を探索する｡(2)物体の置かれて

いる姿鄭こ指の方向位置を合わせて物体を動かさずにつかむ｡(3)

つかみ幅の寸法を測定して形状や姿勢を判定する｡(4)つかんで
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いる物体を箱の緑にあてがって置いたり,置いた物体を指て押して

箱の隅に押しつけることによって位置きめする｡(5)希望の箱言】i.i

パターソを命令すると,ロボ､ソトは状況に応じて各物体の姿勢変更

の要否,箱詰位置への接近方法なごを自身｢さ判断するこ.

お も な仕様

構造:7自由圧朋節形,駆動プ了式:全電気式,各日至

慾覚検2+1ミそ旨:26J与

■′a)触 覚.

≡≡>

一括･tナ

肝慾.恥#電ゴ∴

bl力軽質 -一斗一ポ偏慕ぃj‾二

茨円計訓竜

ロモータを積乱 つかみ槻鮪:平行2指(つかみ力の制御か可能∴ 言語)

14

4

｡J-7j 7

-モ】タ電流
1

凹′rJIC725〔)プログラム容量約161(W(てセンナラ

誠ディーゼル電気機関車オーストラリアに技術輸出

日立製作所では,オーストラリ了のニューサウスウェルズ州

からディーゼル電気践関中20両な現地メーカーと共同受注した.っ

この入札は激しいl主1際競争の結果,このほど現地町中両メーカー7

ゴニナン杜と日立製作所の受注か汀∵右したものである:｡

今凹の受注プわモけ,ゴニナン寸卜7うこ受けた形とたっている力＼】三l立

製作所は械閃小全体の設計に1､j`して全責任をもち,楼槻i･'汀;分こつ､･･

ては回目｢1を支給して現地〆二械訓辞ろ二･製作一う‾る技朴附1+.しフ〕形むと一｢て

いる｡

一方.電気rll!-はすべてl二i立製-′岬けこさ呈川三｡納ノ､し′てい勺∴′
+小一

回転機は,口立としてに初めての交流発電械を掠ローける｡この≡充電

桟は整流子がないので保守がきわょこ)て容易でさ)る:

制御装置も従来の回転式ニキナイタと掛1二り,サイリープ､二ご丁を佗円

した静止形である｡な二三づ今匝Ⅰの格闘中･:ま,同州の支線相客貨両軋十

ん引用として使用される｡

お も な特徴

rト ロ立拙作所-‾‾子‾糾か‾二の交流人デ丁-ゼー′レ電気機関申で,主発

･ニ〕∴ノ⊥〔∴保寸の手数カリこ幅に械少している｡(2)サ

イリスタ‾をl七ぎー--jした静止形ユキサイタを使用t__-ているので摩耗部分

が少なく,ほと∴ど保守を要Lない｡(3)ニンジンはキJrメピラエ

ソジンとし JこのD399TAで,現地条件を考宿してじゅうぶ

ん余う糾_〕ふ二三′構いプチなL〉二い′-}(‾4二)機関巾の騒宇トニついては,顧

辛粁右を満足させ′てユ子二糾こ,ニンジンこてプチ′むJR■■)付汁ると剛寺

にランユー_･マr′ト･･一∴Jlこどの‾州托･ノ〕什号如J二三`芯二言__E古が･:エ亡モノわれでィ､

る.｡･■5ノ f√ニト:-r…‾∫圭二汁こナづい‾て∴∴J現地ハし-ル粂トト主催仮し,じゅ

うノンん71こ批弥｢川二,√)勾引こ｢いこ子+‾▲∴･こ=き〕ニトこ=(ノ6)本性｢※川〕二ほ,フード形

琳■垂 た柑FJl-1〆二息三三+しプ‾〕を戸山古し汚虹促札1■･即ド性につい

て特∴抑 イ‾‾〉二さし･･.､ノ

お も な 仕様

較｢朋1∫二ft…壬:8(二)l･tn淵11馴てモニCo′Co,檻間中標準～しりJ:1,300HP,

矧二;ミ,j現地J-jlプJl.125‡1P,吊七連声主‡ニ112･5lくmノi-∴･卜｢ノトリ長さ:14m

戯エレベータの全自動群管理C‡P/′ICシステム完成

日立製作所では,乗客の動きな‡C如‡引恵一‾‾二､処即,エレベータを

予測制御して客の待ち時｢即.ご大幅に短節するとともに∴抗力式の案

内表示灯により客のイライラの解消なl朴-_-ノ)ムニュレべ-メの全F]軌管

理CIP/ICシステムを完成,高僧用6台,低層ト;+6台,計12台を東

京渋谷のNHK放送センターけ也上23階建)に納フ､する｡

(注)CIP/IC(コンピュータライズド･トラ､‾ノイ･ニ ッ∪イン ′フミ

メーション･プロセヅシソグ･ウイズ･iCニ･

従来のエレベータの全｢二】勤管理方式は共準階■ニュレベーニノニり〕山尭

間隔を制御するという考え方が基本となっている｡

これにたいしCIP/ICシステムは,基準階を出発後もェン〈こ一夕

の相互の関係と乗客の需要を監視L,"IC頭脳”によってエレベー

タの予測演算制御を行ない,すべてのホール呼びは時々刻々のエレ

ベータの状況に応じ個々のエレベータに割りつけら.れる｡

そうして他のエレベータとの実際の間隔や,呼びの密度によって

エレベータが"とび越し運転”"反転急行”などを行なって自動的

に最も効率よく均等に配分される仕組みミ･･こなっている｡

さらに従来の案内表示はエレベータか到着する寸前に予報される

だけで,それまではどのエレベータか先に来ろかわからずイライラ

の原田となっていた｡

CIP/ICシステムではホールのボタンを押すと鼓も早くやってく

るエレベータを瞬間的にえらび出し,そのエレベータのホールラン

クソが点灯し待客を案内するのでイライラや駆け足乗りこみなどが

全く解消されている｡
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図4 CIP/ICシステムを採用したイースタンビルのエレベータ群

国5 予測制御するIC頭脳
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本シニくテ∴亡+泊i上京恥港F稲梓てしi叩町のトーフ＼ :～ンビ小こ沖∴､て実

粍試旅を完了し,本年1りノ]竣工のNHK灼迂センタ【け但+二23陪

韓)向き仁′つ12デーいフ〕エレベータネ∴現在R立苺汀｢;所水戸丁場 ′†三中

である｡ま17∴このほか規再三確詣二l二卦-いの三和錠†j二菜京ビ′二･り也l二24

牌.ユンべ∴∵タ127壬†)口本邦業決行本店(＼地上+5階,11台､二･にも

CIPノ/ICシステムの掠絹が決定し∴二いそ.二

さらに新宿.大手町こ続々と裡詰される超高層ヒしノしのェレべ-_ニマ

にもこの÷∴テム叫環F卜i7･ト吋.;三さjt‾‾こいる｡

お も な特徴

(二1二)エレベータけ制御頭脳に高吐なIC技術による全盲旨j与止論理回

路で子持成されている.二(2〕･l市報の瞬将処f]1とrl;古い信棋度が確供さ

れている｡(二3二)従来のノブ式とほ比較にならない多畳の情祁処理を

行なっていろにもかかわちず,制御装‾掛三従来と同寸法に納まって

いる｡(4二1このシステムはエレベータと乗客との｢即こ血の通った

"マンマシンシステム”名ごネライとした世界｢さ‾･i)始めてr享日光された

ものである｡

盟47年度冷凍空調機発売

?某調機について∴こ,十二気朽恥∴∴iニJ持去り水汚染から叫斗掛つ何食

郡主軸う珪辺‾･ニー･--)水不足間取二三寸L/TZ半冶化を進めろととも

多様化)三r二間った√ま■た,クーりン ナノ～t7-′チは,低騒斉化む阿▼T･う･L二

冷i++岬‡,ショーナー‾/'､こ〉‾_=ノ1,‥_ト‥二J-7L-ドチエーーンノニ〕近展こ洋

一-_1て七彬ショー`-7‾【丁'､∴づ己こし一ごブ.;要しノ‾)低温化へ一つ恒≡-′〕_室二寸相トラjノ:

J∫T｢‾ノ]化へしつ要r･にに二二L･.)｡■＼j=.三ヒ三1キこ吉石川け巨しチエ..-..

二れにエリ, トーシ彬エ7---コン丁ノ

紅.空il言式2:～耗杵 1二て-二∴二･-′ ト∵娼

7‾十三水;･キ了ラしこ6〔川ニ
ー-一､･- ノ

′二.′二Lニ､.′

ト45楼種,ク肝‥ ナ=7-一訓較軽,ご･棚蛸三こ･'三対一j州1三22位私営

閉形32械杵,う
三-ナ【スい=J-け‡オーープンショーケーニ115

中小彬シ三三ーラ‾-二丁＼19 となる｡

(1)空冷式パッケージ形エアーコンディショナ瓜

しaう スフり

(c)リ モニー

(2)屯カー,t
÷t÷′り二ヽ

RP-1〔仙OC,

ソト彬 2械杵 (b.)一 体 彬 2

ン式 2憐椎 (dニ)ヒートポンプラモ 4憶杵

t-+/､こッケージ形工丁-コンアイショナー

15り｢)C 2

RI)-509ノゝIi(窒｢勺ユニノト) RCR-509Ii(室外ユニット)

囲6 空冷+--トポンプ式パッケージ形エアーコンテショナー

(′3‾)モE気■t才きじん器付き十-･〉ンプレ､ソシュ式パッケージ形エアー

コンデfショナー

Rt_TA-1伽)ノゝEC l恍種

(4)チラーユニItノi､

(a)?:号 冷 式 2■モ‾買主桂(b〕水冷コセ 3機稗

(5)フ丁ンニイルユニット

(‾a‾)木J]バネ′し.仁H芹子持3格牲 (b)称気用.妹子符前吹iJl形

(c)附m小火山J; 1怯種 5憤称

ぐd二1天井つり]P l樽柿 (e)ソ三井址込形 1椒種

〔.■■6.)クーりンブタワー

2′～1251そT l･▲t‾鯨析

(二7〕指 凍 柊

(a二=トjL絹 2機位 (b二･小形冷成ユニット 4機種

し8) シ ョ ーケー
プニ･

(a二)ニノこ形オープソショーケース 2椀析

(b)小′+､､形冷凍ショーケース 2放柾

(c)小小形冷械ショーケーーン＼ 2械樺

重 義

囲7 電算放重用パッケージ形

エアーコンディショナーRP-1000C

至宝18 電気業じん語紳ゴーきオールフレッシュ式 囲9 木目パネル床鮮形

パッケージ形エアーコンディショナー ファンコイルユニット

RUA-100AEC RF-59FW

〔当110 クーリ ングク｢.7-

MT-1〔)6
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図11 日立小形冷蔵

ユニットRU-107CAM
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図12 日立オープソショーケースRC-8MF 囲13 日立冷凍ショーケースRC-3402L

■ヒ素測定付属装置``208-0025''発売

日立製作所でほ,公害管理や食品衛生など多くの分野で需要の高

まっているヒ素分析の感度,精度の向上と測定の迅速性を図るため,

ヒ素測定付属装置"208-0025”を発売した｡

本装置は還元気化法を併用した原子吸光光度法で,試料中のヒ素

化合物を水素で還元気化してバーナーに送り込み,原子化して分析

する｡測定時間は試料の交換を含めても,1検体につき3分以内

ですむ｡

本装置は日立原子吸光光度計ばかりでなく,一般の原子吸光装置

と組み合わせて使用することができる｡

お も な特徴

(1)0.003ppm(試料量25mりが検出できるから,排水基準

度(0.5ppm)より,はるかに低濃度のものも高感度で測定できる｡

(2)迅速かつ能率的である｡(3)他の重金属による妨害はきわ

めて少ないので,ほとんどの場合分離ほ不要で,前処理が簡単で

ある｡

お も な仕様

方 式:水素による還元気化

試 料 量:25mJ

検出限界:0.003ppm(208形のワンスロットバーナーの場合)

測定時間:試料交換を含め,1検体につき3分以内

囲14 ヒ素測定付属装置"208-0025”

■臨床検査用自動分析装置り500形''発売

日立製作所では,2チャンネル方式により,経済性とすぐれた多

様性を備えた臨床検査用自動分析装置"500形”を発売した｡

臨床検査の自動分析装置は,試料のサンプリングー試薬の添加一

加熱反応一測定一記録一容器の洗浄までの一連の操作を自動的に行

なう装置で,"2チャンネル500形”はすでに発売している"6チャ

ンネル400形”を母体に,汎用性をプラスした新装置である｡

400形は,多チャンネルの特色を生かした多項日,多検体の連続

分析に最適な装置である｡

これにたいし新発売の"500形”はユニットシステムの採用によ

り,装置か冊単なうえ分析条件(試料の吸上け位置,送り速度,加

熱温度等)の変更が自由なので,たとえば1∵前中ほカルシウム,無

機燐を,午後はコレステロールと尿酸の分析を行なうなど,検体数

の少ない項目の分析用として便利な口動洲ン上装i左である｡J

お も な特徴

(1)分析条件が[川]に述べるので,従来の手分析法がそのまま生

かせる｡(2)放火120検体/崎まで分析できる｡】(3)光蝮計の′+＼

形化により装置全体がコソ/ミグト化されている｡(4)分析結果ミヨニ

96

迅速にプリントアウトされる｡(5)試料のとり違いをなくするID

装置(Identificationの略),コンピュータへのオンライン用アウトプ

ットが取付けられる(特別付属品)｡

図15 臨床検査用自動分析装置"500形”
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お も な仕様

チャンネ′レ数:2チャンネノL,検体数:1()0椀flこ,こゎし利′_jl…二=山.1f

必要量､I∠均().05nl/.サンプラ:ゴンノトラ:方式,サンソ′りトリノ:

2mJ,反応ラーンニ ディスクー)-ト方式 カセいトシ1テム､送()

≠≡∃

速度:30,45,60,90,120秒/ステップ,

什抑i卜 6分･､ノ72分,設定温怯:25℃,37℃(2チャン

光壮一汁:フィノしクー光度計4(1(ト700m/∠,糾乍′■=ざこ壬

tジ

旨:3.8mJ,反応

ネ′L川-･払t比‾),

i･掛如二【1言ノ+方式,

はこ 幅1,8()0×奥子+二760×■ゞ七さ1,245111m,消貯電ノ〕:3lくVA

曲 カラーテレビ3轢種発売

l]立製作所でほ,濡f要の多様化に伴い,超音波りモニ丁ン付きカラ

ーテレビなど次の3機種を発売したリ

1.超芹披リモコン付き20形リノうーテレヒ

2.2〔)形カラーテレビ

:う.14形ポークゾ/Lカラー干し ヒ

Cl､---727Ⅰミ

CT-7り5K

Cl-く 3:-1=

お も な特長

<C7､-7271そ,C′Ⅰ､-705Ⅰく>

(1)各種邦吉による誤動作が少/二丈い超音波リモコン付き-rてあく)-

チャンネル切換ボタンを軽く押しているだけでVHFJ..Jを連木山11J

に切換可能であり,放送されていない不要ノ‖)を加越するセレクター

付き,リモコンインゾケー一夕ー付き-‾･さ拍川三のミスか)†1こい(C■-1､--727Ⅰく

のみ)､(.2)キドr√卜りックス管の探川により,叩ろい土こノ′_)‾･､一子√=i,

鮮呼]な画像か柑Fノ,かるりしかいりユるさは5()㌔ヰ)7､ソプ(ゝ1川+じ)し

た｡(3■)桝シャーシ<t-1iTC川路二>J‾〕キ剰lけ二｡1こりr】【】作i､也と心lて■り

上した｡,(4=山■8掛洲副､l-きデイテントプりセッ1IUHlトナー,_---ナ

回17 日立カラーーテレビ超二拝推りモニ7 ン‾付き

20形C′ト7271ミ

ー叫一宋川により,UHF.枇近の受信が額易にな′つた(=.(5二)リノラー一朗

紫が17ンタッチですむAPS,AFS付きであだ,｡

<CIi-33()>

(‾1うオートピタりコン′付きなのでカラー調整ほ不要}r子ある()(2‾)

ICトランシスターIl叩吊を拭J‾lJlノ
ー柳生姑ロッド7ンテ｢卜付きなの

('テ､出.州象Jl冴(さぃt∴=‡くな･--､ナニく-.(3)汀慣電ノ+7()Wの附朽

詣∴卜て･■三･ふノて,｡

監ぷ

榊16 ポンパCT-727】モ川リモコン

持Ilとi Hlンニ▲勺ラーーテレビ20形CT-705K

図19 口立カラーテレビ

14形ポータブル々イブCR-33r)

■小形･軽量のカセットタイプ掃除壊発売

】Ⅰ立製作所では,小形｡軽量のカセットタ′rプ掃除機R一日800()

形,R-H6000形の2機種を発売L･た(こ】

指紋機の普及率ほ,昭和4･6i‾F9月で73.5%となり,構人勅枚も

2子†‖,3台目の買替,買憎が過半数を占めている(♪普及率の上昇

に伴い,観客の掃除機に対する要望如エ"使い易い掃除枚”に向かっ

てきている｡

現在,2台臥 3f†｢】の山陰機を希望Lていろ潜在顧省しノ油‖徐織

に対する一番大きな要望事項は,

･_D本体のよi)一周の小形軽量化〔功運転斉る二r 屑静かに･j‖ろこ

との2点である｡

今川汁発売のR-･H8000,R--H600()の両機杵は二右汁あぞ)ゴミプレ

ス方式やチリコン(l二l本,イギリス,アメリカ,スウェーデソ特許のt･ノ

り落し′淡白笠)く･こ加え,小形･軽造化,運転許J)低ドな小L･に徹凰1小こ似

い易さな追求して設計したカセ･ソトタイプのこ二丁-一々イゾ▼･′■_1方.ィル

お も な特長

く王i一日8000>

(1)本体叫三主さ515nlIⅥ,本作塩基5.01くg〝)オーノレプラスナいトク

製の二∫ノバクト設計′′チあり,人形車輪と旋剛唯レ_).い一､ニューキャス
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図20 日立掃除機R-H8(jO()(手前)とR-H6()nr)

クーで敷居の乗越も容易,どこへでもついて回りどこへでも納めら

れる使い易い抑除枚である｡(2)モートル回り,コーードリール

弧 ブロア一部と三重に防音装置な設け,運転音を58ホーンまで落

Lた｡6001Vワットクラスの掃除概の巾では群を抜く存紬､な運転音

である｡(3)l+本,イギリス,アメリカ,スウェーデン特許のチ

リコソを本体の上部に設置した｡チリコンパーをクルグ′しl可せはフ

イ′レターの日/二まiつほたちまち角耶消する｡強い吸引力はダストケー

≡≡≡≡ヲ〉

スがいっぱいになるまで保てる｡(4)カセット式,プラス,ゴミ

プレス方式のため,ゴミはカセット内部にキチンと納まる｡手を汚

さず,簡糾こゴミの処理も可能である｡(5)三重フィルター式で,

徴鮒じんまで完全にキャッチする｡一次フィルター(プラスチック)

▼√′珊‾1いゴミを,二次フィルター(布フィルター)で細かいゴミを,三

次‾フィルター(ポリウレタン)で微細じんをそれぞれキャッチする｡

(6)吸込力ほ,600W強力11立モートルで吸込仕事率93Wと家庭

用掃除機の■一トモ最高クラスである｡

<1モーH6000>

(1)本体長さ515mm,本体重量4.6kgの小形,軽量設計であ

る｡(2)三重防音装置で58ホーンの低騒音化を実現した｡(3)簡

易チリコンで布フィルターのRづまりは簡単に解消する｡カセット

式のためゴミ捨てほ簡単である｡(4)消費電力600Wで,吸込仕

事率93Wの強力吸込力である｡

<価 格>

1l【H800() ¥16,800 本 体 ¥16,000

応用部品 ¥ 800

R-H6000 ¥14,800 本 体 ¥14,000

応用部品 ¥ 800

=編集後記‥‥

現在,日本国有鉄道でほ東京～大阪間に東海道第二新幹線の建設

らjtており,最高速圧500km/h程度の超高速列車が遊

行する｡このような超高速鉄道は,従来のような車輪の粘着駆動方

式では不可台巨になり,列車を浮上させ,ソニヤモータなどによる非

朴茄馬区軌方式が必要となる｡欧米諸国でほすでに研究が進んでいる

れ わが国でほ日本国有鉄道を中心に,各メーカーにおいて基礎的

な研究が進んでいる｡

l磁気浮上特性による超高速列車の浮__L二特rtて卜+では,超高速列車の

i字上力計採式を得て,一般的特性を考察するとともに,具体例につ

いても計算検討を行ない,その結果を詳述している｡
◎

蒸気タービンの新しい制御方式である電子油圧式ガバナは,事業

用大形タービンへの適用ほもちろん,産業用タービンヘもその利点

を生かして各種の応用が可能である｡

｢産業用タービンにおける電子抑圧式ガ/ミナの運転+では,産業用

火力発電設備に焦点をあて,タービンに連結されるプロセスとの協

調性について,日立製作所が納入した実磯プラソトを例にとって詳

日 立 評 論 舞54巻 舞2号

昭和47年2月20日印刷 昭和47年2月251-1発行

(毎月1回25日発行)

<禁無断転載>

定価1部200円(送料36円)

㊤1972by HitachiIiyoronslla PrintedinJapan

乱Ti苔丁本は発行所にてお取りかえいたします｡
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鞘Lている｡

今後,産業用火力発電プラントにおいても,その特殊性に合った

タービン制御によって,プラント効率のよい運転を行なうため,ま

すます電子油圧式ガバナの採用が増加する傾向にある折,貴重な資

料となろう｡

◎

電子技術の進展は,その一要因として材料技術の発展があげら

j/tる｡

本号では,日立化成工業株式会社および日立製作所の絶縁材料分

野における研究成果の一端を,熱硬化プラスチックを中心として

‾電子械器の絶縁材料特集+として編集した｡本技術分野における

研究｡技術者への賢となれは幸いである｡

◎

巻頭を飾る一家一言らんには,工業技術院 電子技術総合研究所材

料部長工学博士中島達二氏より｢電気絶縁材料の進歩に想う+と

題し,電気絶縁材料の開発状況を述べられ,本技術分野の将来に対

する助言をちょうだいした｡

本誌のために,特に稿を草されたご好意に対し,厚くお礼を申し

あげる次第である｡
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